
GLOOBEを活用しさまざまな工夫を凝らして
ゆっくりと、しかし着実に進むBIM設計の道

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社は、社名の通りJR西日本グループに属する鉄道総合コンサル
タント会社である。土木、建築、機械、電気のほか、環境、ITなど幅広い分野に跨る鉄道技術を核に、交通
や街づくりに関わる構想・計画から設計、施工管理、維持管理に至る一連のフェーズを幅広く担って総合
力を発揮している。それだけにBIMの導入にも積極的で、2013年に建築設計のツールとしてGLOOBE（現
GLOOBE Architect）を導入。以来その普及を推進し着 と々成果を積み重ねている。特に近年は2030年へ
向けた全社的な基本戦略「JRNC Vision 2030」においてBIM活用の重要性を明確に表現し歩みはさらに加
速している。取り組みを主導する建築設計本部副本部長の麻

あさだ きょういち

田恭一氏、BIM推進室長の延
の ぶ や す  ひ で お

安英雄氏、主
任の徳

と く な が  ひ ろ み

永大海氏らにお話を伺った。

user

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

tool
GLOOBE Architect

type
建設コンサルタント会社

bim starting
2013 年
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GLOOBE＋Lumionで作成した駅の外観完成予想イメージパース

（左から）
建築設計本部 企画開発部 担当部長 兼 
BIM推進室 室長 延安英雄氏、
技術理事 建築設計本部 副本部長 麻田恭一氏、
建築設計本部 企画開発部 BIM推進室 
主任 徳永大海氏 



いものでした。ところが3Dモデルにして立体で
見せると先方もすぐ把握してくれるのです。無論、
こちらも頻繁に3Dで確認しながら設計を進めま
すから設計品質も向上する……両者にとって非
常に良い環境ですね」。
　なお、パース内製業務のさらなる品質向上
を目指し、同社は建築向けの高品位レンダリン
グソフトである Lumionも導入し、現在はこれも
GLOOBEと合わせ設計者自身が使いこなすよう
になっている。こうなると次なるステップは、やは
りGLOOBEによる詳細図作成ということになるだ
ろう。しかし、実はこの詳細図作成についても同
社では7年ほど前から挑戦を開始しており、その
実現と普及への道のりは既にはっきり見え始め
ているという。──そして、着実すぎるほど着実
なBIM普及へのJRNC Visionの陰には、BIM推
進室を中心とするスタッフたちの、さまざまに工
夫を凝らした多彩な支援活動があった。

どうやってBIMを使わせるか?�

　「GLOOBEの導入当初は、これを設計者に使
わせること自体が大変でした。なにしろ当時の
設計者たちには“3Dを自分で作るという”意識が

GLOOBEによる基本設計が「当たり前」に�

　「当社がGLOOBEを導入したのは2013年の
ことですから、もう10年以上も使い続けているこ
とになりますね」。そう語り始めたのは、JR西日本
コンサルタンツでBIM推進室の室長 延安英雄
氏である。同社のBIM普及を推進する立場にあ
る延安氏は、自らGLOOBEを駆使して基本設
計からパース制作、さらには詳細図面の作成ま
でトータルに行うGLOOBEのディープユーザー
だ。そんな延安氏が率いるBIM推進室に牽引さ
れ、設計部門全体への普及も確実に進んできた。

「いまでは当社が扱うプロジェクトのうち鉄道関
連は全体の5割をBIMモデルを活用した設計手
法で行っており、それ以外の民間施設等の開発
系案件ではほぼ100%をBIMモデルを活用した
設計手法で進めるようになっています」。もちろ
んBIMの活用レベルは案件ごとに異なっている
が、少なくとも開発系案件の企画設計段階では
GLOOBEによるBIM設計が設計部門の「当たり
前」として定着している。そして、BIMの導入効果
と環境変化の大きさを設計者が実感することも
多くなっているようだ。
　「仕事の流れで言えば、基本設計のパース制
作までの流れが凄く効率よく進むようになりまし
た。以前の無駄な待ち時間……例えばパースを
外注するとそれだけで1週間もかかっていたの
がいまや2～3日で完成するし、内製率は99%近
いでしょう」。その変化は単に効率アップというだ
けでなく、クオリティ面の向上にも繋がっている
所がポイントだ。「以前はスケッチや立面図等を
使って打ち合わせやプレゼンをしていましたが、
正直分かりづらく設計意図がなかなか伝わり難

まったくと言っていいほど浸透してなかったので
す」。そう語るのは、延安氏のもとでGLOOBEの
普及活動を担ってきたBIM推進室の徳永大海
氏である。同氏によれば一番の問題は「2D CAD
による設計業務に慣れ、満足している人たちにど
うやってBIMソフトを使わせるか?」だ。これを解
決するには、まず設計者たちを「3D設計が楽しく、
設計者にも大きなメリットをもたらす」と納得させ
る必要があった。
　「では、どうすれば良いのでしょうか? そこで思
い出したのは、GLOOBEに積極的には触りたが
らない設計者も、それでパースを作成する時だ
けは不思議なほどモチベーションが高まる点で
す」（徳永氏）。ならば、より簡単により質の高い

自社作成「駅」部品集某駅の内観完成予想イメージパース

BIM推進室の皆さん

ソフト選定時に各社をリサーチし、GLOOBEを導入した理由は
「どのBIMソフトよりも日本の法規に長けているから」です

延安英雄 氏
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図 面 名 ＮＯ
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

特 記
一級建築士事務所

工 事 名
     ・      ・     

Ａ－○○

設計番号 222-0510

建具表（１）

-

・錠はシリンダー＋サムターンを標準とする

・アルミニウム製建具の枠見込は、70㎜とする

・木製建具見込は、40㎜、ふすま見込は36㎜とする

・トイレブースは、巾木タイプとし、巾木・笠木はステンレス製とする

・バックセットは握玉７６ｍｍ，レバーハンドル６４ｍｍとする

・金物類のメーカー指定がな場合はメーカー標準品とする

・鋼製建具扉見込は40㎜、軽量鋼製建具扉見込は36㎜（多機能トイレは40㎜）とする

特

法第２条第九号二－ロに規定する防火設備防

特 常時開放式特定防火設備

常時開放式特定防火設備及びシャッター

（煙感知器連動）

常時開放式防火設備防

防

不 不燃扉

標準建具金物

（子扉）

ａ ｂ ｄｃ

ｈｇ ｉ

ｅｄ ｆ

鋼製扉の標準形状パターン（片開き・両開き・親子）

ｂａ ｃ

Ｐ フロート板ガラス

Ｆ 型板ガラス

ＮＦ 網入型板ガラス

ＷＦ 線入型板ガラス

ＮＰ 網入板ガラス

ＷＰ 線入板ガラス

Ｌ 合わせガラス

Ｔ 強化ガラス

ＨＡＰ 熱線吸収フロート板ガラス

ＨＡＮＰ 熱線吸収網入磨き板ガラス

ＨＡＷＰ 熱線吸収線入磨き板ガラス

ＨＡＮＦ 熱線吸収網入型板ガラス

ＩＧ 複層ガラス

ＨＲ 熱線反射ガラス

ＤＳ 倍強度ガラス

ＤＳＨＡ 倍強度熱線吸収ガラス

４ ガラスの種類

５ 枠

８ 扉召合せ形状

９ 金物・付属品
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特定防火設備

特

特
Ｓ

■ 支持金具 ■ 錠 ■ 操作金物 ■ 開閉調整

■ その他

ＳＨ 自由丁番

ＳＰ スプリングヒンジ

ＮＨ 軸吊丁番

ＰＨ ピボットヒンジ

ＡＨ オートヒンジ

ＦＨ フロアヒンジ

ＨＨ 丁番 ＭＬ シリンダーモノロック

ＤＬ シリンダー本締錠

ＤＭＬ 本締付モノロック

ＯＭ 空錠

ＰＬ 引き戸錠

ＧＬ グレモン錠

ＢＨ 非常錠

ＥＬ 電気錠

ＮＢ 握り玉

ＬＨ レバーハンドル

ＣＨ ケースハンドル

ＰＰ 押板、引き手

ＡＰＨ オートピポットヒンジ

Ｍ マグネットセンサー

ＨＰ ホース通過口

ＤＣ（Ｓ） ドアクローザー（ストップ付）

ＦＲ フランス落し

Ｚ 順位調整器

ＸＰ 堀込み引き手

ＤＣ（Ｉ） ドアクローザー（隠蔽型）

ＬＨ ラバトリーヒンジ

ＨＣ ヒンジクローザー

ＤＣ（Ｆ） ドアクローザー（ヒューズ付）

ＤＣ ドアクローザー

※記入寸法は扉の実寸法を表わす

10 姿図

特
記
事
項

特
記
事
項

２

（ケースロック）

ＣＬ シリンダー箱型

備
考

大便所、ブース用ドア（内開）：グラビティーヒンジ 戸当り付ラッチ 帽子掛兼戸当り

大便所、ブース用ドア（外開）：グラビティーヒンジ 戸当り付ラッチ 表示器付握玉 帽子掛け

アルミ製、引違窓、片引窓 ：戸車 引手 クレセント

アルミ製、辷出窓 ：アーム カムラッチハンドル

アルミ製、内倒窓 ：ヒンジ アーム キャッチ錠

１ 標準建具符号

２ 程度

３ 材質・仕上

Ｒ 市販品

ＰＡＴ エアタイト （ツメ付ロックウール充填）

ＡＴ エアタイト （ツメ付）

ＳＡＴ セミエアタイト （ゴムタッチ）

ＦＤ 防火ダンパー

ＳＪ 障子

Ｆ フスマ

（スチール製）

ＳＷ 鋼製窓

ＷＧ 木製ガラリ

ＳＧ 鋼製ガラリ

ＳＳＦ ステンレス製枠

ＳＰ 鋼製枠

ＳＳＷ ステンレス製窓

ＡＣＷ アルミニウム製

カーテンウォール

ＳＳ 重量シャッター

ＬＳＨ 軽量シャッター

ＳＳＧ ステンレスガラリ

ＡＧ アルミニウム製ガラリ

ＳＤＷ 鋼製合成扉

ＡＷ アルミニウム製窓

ＷＦ 戸フスマ

ＳＳＤＷ ステンレス製合成扉

ＦＨＤ

ＡＨＤ オーバーヘッドドア（アルミ製）

ＳＨＤ オーバーヘッドドア

ＴＧＤ 強化ガラス扉

ＳＳＤ ステンレス製扉

ＬＳＤ 軽量鋼製扉

ＡＤ アルミニウム製扉

ＳＤ 鋼製扉

ＷＤＳ 木製扉（枠のみ鋼製）

ＷＤ 木製扉

ＤＣ ダルクロ－ムメッキ

ＷＢ ホワイトブロンズメッキ

ＨＬ ヘア－ライン

ＡＬ アルミ

ＳＵＳ ステンレススチ－ル

種別

番号

Ｂ－１ アルマイト処理

Ｂ－ＡＥ アクリル樹脂焼付塗料

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗

ＥＰ 合成樹脂エマルション塗

ＬＥ ラッカ－エナメル塗

ＯＳ オイルステイン塗

Ｂ－２ 二次電解着色

ＳＴ スチール

Ｗ 木製

Ｗ 木製窓

ＧＳＨ グリルシャッター

Ｓ 煙感連動 （特定防火設備）

ＤＳ 戸当り

ＣＬ クリヤーラッカ－塗

１．特記なき限り下記による

・常時閉鎖の場合のＤＣはストッパーなしとする

・親子、両開扉には順位調整器を取り付け、子扉にもＤＣを取り付けのこと

２．特定防火設備・防火設備仕様になる場合は特記なき限り下記による

Ｂ－ＦＵ フッ素樹脂焼付塗料

常時閉鎖又は常時施錠特定防火設備

常時閉鎖又は常時施錠防火設備

・枠・沓摺見込寸法は、壁厚＋２０ｍｍとする

（ファイバーグラス製）
オーバーヘッドドア

ａ ｃｂ ｄ

ｋｊ ｌ

120

120

7
7
5

1
5
0

120

120

15
0

1
2
0

1,
0
00

（
5
0
0）

（
2
0
0）

ｎｍ ｏ

1
20

1
20

1
20

120

120

120

120

120

120

1
5
0

1
,0
75

7
75

1
50

1
,0
0
0

（
5
00
）

（
2
00
）

15
0

（ ）内はガラリ有効率７ ガラリ

Ｈ

1
3
1
2

12
33

2
5 12

33

ａ（３２％） ｂ（４０％） ｄ（６０％） ｅ（４０％）ｃ

外部用
〔可動〕

アンダ－カット

Ｗ，Ｈ

25 15

Ｗ，Ｈ

25 15

Ｗ，Ｈ

25 15

Ｗ，Ｈ

25

ｆｅ ｇ

25 Ｗ Ｗ

ＴＧ 耐熱強化ガラス

ＤＰ 弱溶剤フッ素樹脂塗料

ＣＳＴ 化粧鋼板
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SUS下枠
外部横通し

ｉ
※ｇ詳細図

シーリング上部水切りSUS
端部小口共 端部

小口ふた

15 15

15

15 1515
(上部に庇等が無い場合に限る)

６ 沓摺・水切

・鋼製建具 簡易気密型ドアセットの等級（Ａ－３，Ｗ－１）

・鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの等級（Ａ－３）

■ 特記なき限り下記による（○印付項目を適用とする）

・マスターキー製作は、既存マスターキーに合わせる

・合わせガラスの特殊フィルムは、３０ミル以上とする。
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①符 号 使用場所

⑩ 姿 図 形式・機構 ②程 度 寸法 ③材質・仕上 ④ガラス ⑤枠・付額縁 ⑥沓摺・水切 ⑦ガラリ ⑧召合せ

⑨ 金物・付属品

備考

（標準建具番号） 階 標準使用場所 支持金具 錠 操作金物 開閉調整 その他 標準

1F 防災管理室 片開き R 800

0 0 2100 スチール

1 0 0 DP-1

1F PS 片開き R 800

0 0 2100 スチール

1 0 0 SOP

1F 厨房 親子扉 R 1700

0 0 2100 スチール

1 0 0 DP-1

1F 荷捌き 片開き R 800

0 0 2100 スチール

1 0 0 SOP

1F 荷捌き 片開き R 800

0 0 2100 スチール

1 0 0 SOP

1F 荷捌き 片開き R 800

0 0 2100 スチール

1 0 0 SOP

1F 荷捌き R 1350

0 0 2100 スチール

1 0 0 SOP

1F ゴミ庫 R 3300

0 0 2100 スチール

3 0 0 SOP

2F 通路2-2 片開き框戸 R 2020 ST NP c e PH EL LH DC DS 付属金物一式

0 0 FIX戸 SAT 2100 DP-1 t=6.8 ST SUS

1 0 0 DP-1 HL
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平面図（ALVS表付） 建具表

断面詳細図

たとえ講習を受けてもらっても、その後の実務で
彼らがGLOOBE＋Lumionを使い続けてくれると
は限らない。逆に「放ったらかし」にされてしまう
可能性も十分あったのだ。
　「研修後も継続してGLOOBEを使い続けても
らうにはさらなる工夫が必要だ、というのが、皆
の一致した意見でした。では、この場合どんな
工夫が最も効果的なのか？ 皆で話し合い、ア
イデアを出し合う中で生まれたのが、独自の
GLOOBE用“駅”部品集の制作です」。ご承知の
通り、3D建築モデルの制作を支援し作業を効
率化するため、GLOOBEにはさまざまな3D部品
が用意されている。一般建築のモデル化ならこ
れを便利に使えるが、同社の場合はそれだけで
は全く足りない。なぜなら同社が担う案件の多
くは駅舎を始めとする多様な鉄道関連施設づ
くりであり、そこでは一般の建築とは異なる専用
の設備や機器、部材が大量に使われるからだ。
GLOOBEに限らずこうした特殊な3D部品はほと
んど存在せず、そのことがこの分野における3D
モデル化の高いハードルとなっていた。
　「たとえば改札機や券売機といった駅特有の
設備はもちろん、構内のエレベーターやトイレも

J-BIM WORLD事例／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

駅特有の機器が使われます。こうした特殊な3D
部品を作ってほしいという声は以前からあり、個
別に作ったりしていました。最初から一式作って
用意しておけば、これからGLOOBEを使う人の
モチベーションも上がりますよね」。そう考えた徳
永氏らは、空き時間を利用し汎用オブジェクトで
部品作りに励んだ。制作開始後6年の現在では、
個別に作ったものを加え総数100個近くの鉄道
部品集となっていると言う。
　「最初は汎用オブジェクトでしたが、最近は集
計を行うことも多いので、なるべくバラバラにし
て作っています。実際、新人にデータを見せて
“コピペして使えるよ”って伝えると、改札機周り
のモデル等も皆すごく上手に作るようになるん

パースが作れるソフトを加えれば、設計者の誰
もがGLOOBEの操作に前向きに取り組んでくれ
るようになるのではないか。そこで徳永氏が着目
したのが前述のLumionだった。
　Lumionは建築系に特化したレンダリングソ
フト。GLOOBEで制作した3Dモデルをインポー
トしてレンダリングを行い、容易に高品位なビ
ジュアルを作り出せるのである。「私自身はあま
り使わないソフトでしたが、延安が使えるので
まず私が操作を教えてもらいました。その上で
GLOOBEとセットで使ってみたら、これがとても
具合が良いんです。そこでGLOOBEとLumionを
セットで使うための操作講習の講座を作り、設
計部門の新入社員に対して行ったんです。これ
は現在も毎年必ず行っています」。
　また、こうしたGLOOBE等の若手向け操作講
習においては、講習スタイルそのものについても、
徳永氏らは独自のスタイルを編み出している。当
初は独自に編集した操作マニュアルの冊子を作
り、外部講師を依頼して座学主体の講習を行っ
ていたが、現在ではマニュアルの内容をそのま
ま録画して動画に編集。これを都合の良い時間
にテキストと共に視聴しながら自学習してもらう
一種のeラーニング方式だ。「やはり、最近の若
者ってスマホ等で動画を見て参考にすることに
慣れてるんですね。以前2日がかりだった内容が
1日でできるようになりました。非常に効果的だと
実感しています」。

GLOOBE用“駅”部品集を制作���

　こうして、簡単に楽しく高品位なパースを作っ
てもらうための「種まき」はできた。しかし、これだ
けではまだ安心できないと徳永氏は考えていた。

どうやって設計者の3Dモデル作りのモチベーションを高められるのか？
そこで思い出したのが「駅」用3D部品がほとんど存在しないことでした

徳永大海 氏
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わけで、私はこれをどうしても実現したい。設計
者なら誰もがそう思うのではないでしょうか」（延
安氏）。こうしてBIM推進室では7年前からこの
BIM図面化の取り組みを積極的に推進。複数
の実案件でこの図面化に取り組んできた。
　「中には図面の設定を詳細図レベルまでガッ
ツリ作り込んだものがあります。そこでこのデータ
をテンプレート化し、同じようにアクションすれば
図面化できるという流れのテキストと共に配布
すれば、図面化のハードルも下がると考えました」

（徳永氏）。このテンプレート化にあたっては、た
とえば同社仕様の建具表等、そのままでは作れ
ない部分や作業に手間のかかる部分も多 あ々っ
たが、徳永氏は福井コンピュータアーキテクトの
アドバイスも得ながら「誰にでも使えるようなモ
ノ」を目指してブラッシュアップを重ね、最近一応
の完成を見た。徳永氏は早速このテンプレート
をBIMモデラーに提供し、BIMデータ図面化へ
の挑戦を依頼したのである。
　「結果ひと通り図面化できましたが……多少
の加筆も必要でしたし、改善の余地はまだまだ
たくさんありそうです。さらにブラッシュアップは
進めていきますが、それでも今年度中には形に
し配布を始めていきたいですね」（徳永氏）。

「鉄道」の全てをデータ化しBIM化する�

　最後に副本部長の麻田恭一氏に、今後の同
社のBIMへの取り組みについて概観していただ
いた。
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J-BIM WORLD事例／ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

■ profile
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社
本社所在地／大阪市淀川区
代表者／加藤 勇樹　設立／ 1988 年 6 月
資本金／ 5,000 万円　
事業内容／●計画／総合調査、街造り、都市計画、
駅周辺整備、鉄道配線他　●土木設計／鉄道、地下
鉄、道路、橋梁、トンネル他　●建築設計／駅・商
業施設・住宅等建物、鉄道建築他

です。で、これで行けそうだなと」（笑）。徹底し
て使い手の立場に立ったGLOOBE運用支援は
功を奏し、冒頭で延安氏が述べていた通り、現
在では同社の鉄道系で50%、開発系ではほぼ
100%の基本設計がBIMモデルを活用した設計
手法で進められるようになった。まさに着実な普
及ぶりと言えるだろう。だが、延安氏も徳永氏も

「ゴール」はまだまだ先と考えている。

「誰でも、簡単に」できる図面化へ�

　「専用部品を作り3Dで基本設計を行い、パー
スを仕上げてお客様の合意をいただき、実施設
計に入っていく……という所までは、皆ができる
ようになりました。詳細設計のための3Dモデル
作りも始まっています。そうなると次の問題は図
面化です。実際、仕上げたBIMデータをどう使
うか？という所で終わってしまう事例も実は少な
くありません」と徳永氏は嘆く。BIM活用を基本
設計に集中するのも一つの方法だが、それでは

「せっかく作ったBIMデータがあまりにもったい
ない」と延安氏は言うのである。
　「2Dや手描きで描く図面には、不整合の問題
があります。自分が図面を描いていた人間だか
らかもしれませんが、100点取ろうと思って全力
を尽くして描いた図面でも絶対にどこか間違え
ているもので、少しでも気を抜いたりしようもの
なら不整合な図面しかできません。そうなってし
まうと直すのがまた大変で……しかし、BIMで
図面作成まで完結できれば不整合は無くなる

　「当社では『JRNC Vision 2030』を、コロナ禍
の拡大による社会環境の変化を受けて2022年
4月に改訂しました。その改訂版 JRNC Vision 
2030では、デジタル空間情報を活かして、交通
のシステムチェンジを推進し、鉄道システム整備
を技術でサポートすることを示しています。ご承
知の通り、私たちは建築分野を担当しています
が、当社全体を見ると建築以外にも土木や機械、
また電車の信号設備や高圧な電車線設備、電
力設備等々の多種多様な領域が存在し、高度
に複合して運営されているのが「鉄道」インフラ
ということになります。そして、将来的にはこれら
全てをデータ化し、BIM化し、可視化して、それ
を計画や設計に活用していけるようにしたい、と
いうことが会社全体の目標の一つとなっていま
す。まずは駅や商業施設におけるBIM活用をす
すめ、さらには鉄道施設全般でのBIM活用のさ
らなる広がりを推進したい。──そう考えていま
す」。

（取材：2024年9月）

駅や商業施設をはじめ、鉄道施設をBIM化し可視化して
それを計画や設計に活用していけるようにしていきたい

麻田恭一 氏


